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図表写真リスト・キャプション
「はじめに」
<1>写真　イトヨの棲む源水川
<2>写真　図書館前の自噴井
「町中の自噴井の現状」
<3>写真　町中をめぐる自噴水
<4>図　　大槌町市街地付近の概略図
<5>写真　水の止まった自噴井
「源水川の湧水」
<6>写真　イトヨと河床。有機物の堆積が懸念される。
<7>写真　給餌に利用される池
<8>写真　湧水による噴砂の痕跡
「大槌の地下水の構造」
<9>図　源水川下流部の土層構造。粘土層を挟んで２つ砂礫層がある。大槌町提供の資料に鷲見加筆。
<10>図　大槌町市街地付近のイメージ
<11>図　河川縦断に沿ったイメージ
<12>写真　大槌橋から大槌川上流を望む。左右から山が迫り地下水は川に戻る。目前は国道４５号、水門は源水川合流点。
<13>図　源水地区付近の横断イメージ
「源水川とその周辺の変化」
<14>図　　源水川周辺の詳細図
<15>写真　源水川下流区間。河川改修により水位低下したが湧水がみられる。
<16>写真　大ヶ口川下流部。上流を望む。対岸は住宅団地。
<17>写真　大ヶ口川下流部。護岸付近に噴水状の湧水が見られる。
<18>写真　大ヶ口川上流の凍った水たまり。昔は水深が深く、こんこんと水が湧き、下流（左）へ流れていたと言う。
<19>図　　カルシウムとマグネシウムのイオン濃度の分布。源水川の水は沢水と不圧地下水の中間に位置する。
<20>写真　大槌川。大ヶ口川合流点の上流、水道事業所脇の堰。昔は堰の下流から孵化場に向けてポンプで水を送っていた。下流は河床が低くなっており、水位の落差は約３ｍ。
<21>図　　大正時代と現在の流路の違い。大正時代には現在の源水川を大槌川本川が流れていた。
「住民アンケートから見える源水地区の姿」
<22>写真　住民アンケート
<23>図　　原風景に関する自由記述欄の回答。過去の様子や史跡が細かく書かれている。
「おわりに」
（図表写真なし）
